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１．個人投資家をサポートするシステム



金融市場の変動は急激で大きい



投資家と金融商品取引業者の利益は相反する



金融商品取引業者のマーケティングは巧妙

〇簡単な商品、便利な商品、ハイスペックな商品
ラップ口座、バランス型ファンド、ターゲットイヤーファンド、
ロボットアドバイザー、ＡＩ、クオンツ
⇒ 実は、手数料が高い、手数料の二重取り

〇高利回り商品、期待リターンの高い商品
外国債、仕組債、外国債券ファンド、外国株式ファンド
⇒ 実は、手数料が見えにくい、過剰なリスク負担をさせられている

〇専門家の市場予測、情報発信
高学歴・高経歴のエコノミスト、ストラテジスト、アナリスト あいまいな表現、
ノーベル賞を受けた投資理論
⇒ 実は、予測は当たらない、検証の放棄、あいまい表現、データの恣意的利用



コンシリウスのサポートシステム



基本的な知識習得を支援



実用的な知識習得を支援



理解を深めるブログやニュースレター

website www.consilius2017.com

Facebook page ／ Twitter @consilius2017           



客観的なデータを提供



データベース 金融経済分析

〇日銀 経済・物価情勢の展望
〇日銀 金融システムレポート
〇ＩＭＦ ワールド・エコノミック・アウトルック
〇ＩＭＦ 国際金融安定性報告書
〇ＯＥＣＤ エコノミック・アウトルック

www.consilius2017.com ＞ データベース ＞ 金融経済分析

www.consilius2017.com ＞ Economic Outlook

〇当社ウェブサイトで確認できます

〇金融政策
〇国内経済
〇各国経済

http://www.consilius2017.com/
http://www.consilius2017.com/


データベース 市場分析

〇外国為替市場
〇マネー市場・債券市場
〇株式市場
〇コモディティ市場
〇不動産市場

www.consilius2017.com ＞ データベース ＞ 市場分析

〇当社ウエブサイトで確認できます

http://www.consilius2017.com/


データベース 企業分析

〇主要企業財務データ
〇金融機関財務データ
〇法人企業統計
〇日銀短観

www.consilius2017.com ＞ データベース ＞ 企業分析

〇当社ウエブサイトで確認できます

http://www.consilius2017.com/


２-（１）投資信託市場の現状



ＴＯＰＩＸ

２．３１倍



投資信託保有者の運用損益

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析 ／ ＫＰＩ（key performance indicators : 重要業績評価指標）

約46%が
損をしている



投資信託の手数料と運用成果

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析

コストが高くてもリターンが
増えるわけではない

コストとは販売手
数料と信託報酬



投資信託の保有期間と損益

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析



投資信託の口座開設年と損益

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析

2013～2016年に口座を
開設した人は比較的利益が
出ている



投資信託のリスクとリターン

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析21



投資信託のシャープレシオ

金融庁 投資信託の販売会社における比較可能な共通ＫＰＩを用いた分析



投資信託の資金流出入額とＴＯＰＩＸ

投資信託協会 投資信託の主要統計



新規設定本数と償還本数

投資信託協会 ２０１９年３月末



投資信託のコスト

投資信託協会 ２０１９年３月末



バランス型ファンドの仕組み

インデックスファンド ： ベンチマークに連動する運用成果を目指すファンド
アクティブファンド ： ベンチマークを上回る運用成果を目指すファンド



２-（２）投資信託の評価



投資信託の評価

◇定量評価：過去のリスクやリターンなどを計量的に測定分析すること

①一定期間の騰落率（基準価額がどれだけ上昇、下落したか）、リスク（標準偏差）
②ベンチマークに対する超過収益率
③リスク調整後の収益率

シャープ・レシオ （１．０以上が望ましい）
インフォメーション・レシオ （０．５以上が望ましい）

◇定性評価：計量的な評価が困難な部分の評価

①財務状況など運用会社の安全性
②情報調査力、人材、経験などの運用の質
③投資哲学、運用プロセス、運用の一貫性など運用への取り組み姿勢

◇投資家利回りとファンド利回りは異なる



ベンチマーク

ＪＰＸ：日本取引所グループ ＭＳＣＩ：米国のインデックス提供会社 ＦＴＳＥ：英国のインデックス提供会社



リスク調整後の評価



シャープレシオ



２-（３）非課税口座 ＮＩＳＡとＤＣ



ＤＣ 年金制度の体系



ＤＣ 掛金の拠出限度額



ＮＩＳＡ 概要



ＮＩＳＡ 投資可能額、非課税期間



２-（４）投資信託の基礎知識



投資信託とは



投資信託のしくみ 小口資金をファンドとしてまとめて運用



目論見書 （投信を買う前）



運用報告書 （投信を保有中）



投資対象による分類



運用手法による分類 （国内株式投信のケース）



純資産額 （２０２０年１２月末／投資信託協会／単位：億円）

私募投信：適格機関投資家、または５０名未満の投資家に販売される投資信託



各国の投資信託残高

2019年3月 データ：国際投資信託協会



運用会社の純資産額 （国内）

投資信託協会 ２０１９年３月末



運用会社の純資産額 （海外）

Willis Towers Watson  pensions&investments 2016＊原データを１ドル＝１１０円で円換算



ＥＴＦが増加している

投資信託協会 投資信託の主要統計



ＥＴＦ 上場投資信託 （１）



ＥＴＦ 上場投信 （２）



Ｊリートが増加している

投資信託協会 投資信託の主要統計



Ｊ-ＲＥＩＴ （不動産投信）



３-（１）アセット・アロケーション



アセットアロケーションに関する実証研究

１９８６年 ポートフォリオ・パフォーマンスの決定要因
１９９１年 ポートフォリオ・パフォーマンスの決定要因

（Ｇ・ブリンソン、Ｒ・フッド、Ｇ・ビーバウワー）
・年金ファンドの過去実績を分析。
・決定要因として、基本ポートフォリオ、銘柄選択、マーケットタイミングの寄与度を分析。
・基本ポートフォリオの寄与度が、８６年研究では９３．６％、９１年研究では９１．５％
であることを示した。

２０００年 アセット・アロケーションはパフォーマンスを説明する
（Ｒ・イボットソン、Ｐ・カブラン）
・ファンドの運用格差は、その４０％がアセット・アロケーションによるものであることを
示した。

２００３年 ポートフォリオ・パフォーマンスの源泉
（Ｊ・ボーグル、バンガードグループ）
・１９６２年～２００１年の４０年間、４２０本のファンドを分析。
・パフォーマンスの主な源泉がアセット・アロケーションであることを示した。



ＧＰＩＦ 収益率推移

２００１年度 １００ ⇒ ２０１７年度 １７７ （約３．５％）



ＧＰＩＦ アセットアロケーション（基本ポート）

〇想定運用期間 ２５年
〇期待リターン
（ケースＥ）４．５７％（実質１．７７％）

実質ＧＤＰ０．４％、ＣＰＩ１．２％、
実質賃金上昇率１．３％

（ケースＧ）４．０８％（実質１．９８％）

実質ＧＤＰ－０．２％、ＣＰＩ０．９％、
実質賃金上昇率１．０％

〇標準偏差 １２．７５％



ＧＰＩＦ 債券のリスク・リターン

国内債券
平均収益率1.69％／年
標準偏差1.82％

外国債券
平均収益率5.06％／年
標準偏差7.92％



ＧＰＩＦ 株式のリスク・リターン

国内株式
平均収益率6.42％／年
標準偏差25.81％

外国株式
平均収益率8.39％／年
標準偏差23.46％



ＧＰＩＦ 資産クラス間の相関



ＧＰＩＦ ベンチマーク

ベンチマーク：市場全体の動きを表す基準指数で、ファンド等の運用成果を評価する際に比較の対象となる



ＧＰＩＦ 基本ポートフォリオの変化



３-（２）海外市場への投資



国際分散投資にＥＴＦを活用する



ベンチマーク ＭＳＣＩコクサイ（国別比率）



ベンチマーク ＭＳＣＩエマージング（国別比率）



高成長国への投資にＥＴＦを活用する



名目ＧＤＰの変化

データ：ＩＭＦ＊スウェーデン等：スウェーデン、フィンランド、デンマーク、リトアニア、ラトビア、エストニア



名目ＧＤＰと株式時価総額のシェア（１）

データ：ＩＭＦ、世界取引所連盟＊フランスなど：フランス、オランダ、ベルギー、アイルランド、ポルトガル／＊イギリスなど：イギリス、イタリア



名目ＧＤＰと株式時価総額のシェア（２）

データ：ＩＭＦ、世界取引所連盟



３-（３）外国為替の基礎知識



ドル円の動き （１９６５年～２０１９年）

データ：ＢＩＳ



ドル円の動き （１９８８年～２０１９年）

データ：ＢＩＳ



短期的な外国為替決定理論 アセット・アプローチ

金利の差が広がったとき、金利の高いほうにお金が動く
→為替が動く要因になる。

(

金
利
の
差)

(

為
替
の
値
段)



長期的な外国為替決定理論 購買力平価 （１９８５年～２０１８年）

データ：ＯＥＣＤ

同じ製品の価格が一つであるという一物一価の法則が
成り立つときの２国間為替相場



実質実効為替レート （Broad Indices）

円安

円高

データ：ＢＩＳＢroad Indicesは約６０か国・地域、Narrow Indicesは約２５か国・地域を対象とする

特定の２通貨間の為替レートではとらえられない、
相対的な通貨の実力を計る指標



実質実効為替レート （Narrow Indices）

円安

円高

データ：ＢＩＳＢroad Indicesは約６０か国・地域、Narrow Indicesは約２５か国・地域を対象とする



外国為替変動要因 金融政策

10年10月

包括的
金融緩和

13年 4月

量的質的
金融緩和

16年 1月
マイナス金利付き
量的質的金融緩和

他通貨との相対比較で供給量が増えれば価値は下がる



外国為替変動要因 日米のマネタリーベース

データ：日銀、FRB of ST.Louis



外国為替変動要因 日米のマネーストック

データ：日銀、FRB of ST.Louis



株式会社コンシリウスは

Well-being の実現を支援する

教育・情報サービス企業です。

会社概要

＜社名＞
株式会社コンシリウス ＣＯＮＳＩＬＩＵＳ Ｃｏ., Ltd

＜本社所在地＞
〒951-8053 新潟市中央区川端町3丁目15番地1
ＴＥＬ 025-367-3490
email  welcome@consilius2017.com
website  www.consilius2017.com

＜代表者＞
秋山 光

＜資本金＞
200万円

＜事業の内容＞
金融経済及び資産運用に係る教育事業
セミナー等の企画運営に係る業務
企業年金、個人年金に係るコンサルティング
金融機関の年金業務、証券業務に係るコンサルティング
ファイナンシャルプランニング業務
出版物、映像物の企画制作及び販売
インターネットなどによる各種情報サービス

当社は保険や金融商品の販売・仲介は行っておりません。
また金融商品取引法に定める投資助言・代理業を行っておりません。

mailto:welcome@consilius2017.com
http://www.consilius2017.com/
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様々な資産への分散投資が可能

＊集団投資スキーム：他者から金銭の出資を受け、それを用いて投資事業を行い、生じる利益を分配する仕組み。
商品ファンド、不動産ファンド、事業型ファンドなどがある。



投資ファンドとは

＊募集については「第二種金融取引業」、運用については「投資運用業」の登録を義務付けられている



金融商品取引業者



ＧＰＩＦ基本ポート 年金資産の形成（実質１．７７％、６０万円×３０年）



インフレによる資産の減価



１人当たりＧＤＰ 高成長国の位置（１）



１人当たりＧＤＰ 高成長国の位置（２）



名目ＧＤＰ（１）

データ：ＩＭＦ



時価総額（１）

データ：世界取引所連盟



名目ＧＤＰ（２）

データ：ＩＭＦ



時価総額（２）

データ：世界取引所連盟


